
年
金
分
割
の
対

象
者
は
、
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
片
方
に

被
用
者
年
金
制
度

（
参
考
1
）
の
加

入
期
間
が
あ
り
、

法
律
婚
ま
た
は
事

実
婚
で
国
民
年
金

第
三
号
被
保
険
者

の
期
間
の
あ
る
方

で
す
。

夫
婦
と
も
国
民

年
金
加
入
の
み
場

合
に
は
、
分
割
で

き
る
年
金
制
度
が

な
い
た
め
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

「
年
金
分
割
す
る
と
妻
が
お
得
」

と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
は
妻
全
員
に
当
て
は
ま
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
分

割
し
た
結
果
、
妻
が
夫
に
渡
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
が

自
営
業
（
国
民
年
金
第
一
号
）
で

妻
が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

勤
務
し
て
い
る
場
合
、
按
分
割
合

を
五
十
％
と
定
め
て
年
金
分
割
す

る
と
、
妻
か
ら
夫
へ
婚
姻
期
間
中

の
標
準
報
酬
月
額
の
半
分
が
渡
さ

れ
ま
す
。

そ
れ
は
大
き
な
誤
算
だ
っ
た
と

気
付
い
て
も
、
年
金
分
割
手
続
き

が
完
了
す
る
と
元
に
は
戻
せ
ま
せ

ん
。
い
っ
た
ん
渡
し
た
も
の
は
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

度
が
な
い
た
め
で
す
。

そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
に
ど
の
程

度
影
響
が
あ
る
の
か
を
事
前
に
知

る
た
め
に
『
年
金
分
割
の
た
め
の

情
報
通
知
書
』
を
入
手
し
て
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
『
年
金
分
割
の
た
め
の
情

報
通
知
書
』
（
参
考
２
）
に
は
、

婚
姻
期
間
中
の
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の

被
用
者
年
金
加
入
期
間
の
標
準
報

酬
総
額
や
按
分
割
合
の
範
囲
な
ど

の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
歳
以
上
の
方
や
障
害
年
金

の
受
給
権
者
が
同
時
に
請
求
し
た

場
合
は
、
年
金
分
割
を
按
分
割
合

五
十
％
で
行
っ
た
場
合
・
年
金
分

割
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
・
希
望

す
る
按
分
割
合
で
行
っ
た
場
合
に

三
パ
タ
ー
ン
で
年
金
の
見
込
み
額

も
作
成
さ
れ
ま
す
。

（
注
：
見
込
み
額
は
請
求
者
の
も

の
し
か
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

な
お
、
離
婚
前
で
あ
れ
ば
情
報

通
知
書
を
請
求
し
た
本
人
の
み
に

交
付
さ
れ
ま
す
が
、
離
婚
し
た
後

に
情
報
通
知
書
を
請
求
し
た
場
合

は
、
相
手
方
が
請
求
し
て
い
な
く

て
も
同
一
の
情
報
通
知
書
が
相
手

方
に
送
ら
れ
ま
す
。

次
回
は
、
年
金
の
分
割
対
象
者

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
参
考
1
）

被
用
者
年
金
制
度
と
は

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
共

済
年
金
と
厚
生
年
金
保
険
、
平
成
二
十
七

年
十
月
一
日
か
ら
は
厚
生
年
金
保
険
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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分
割
の対

象
者
は

分
割
す
る
と
必
ず
お
得
？

離
婚
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
き
に
、
財
産
分
与

と
と
も
に
年
金
も
分
割
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

離
婚
に
よ
る
年
金
の
分
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

『
年
金
分
割
の
た
め
の

情
報
通
知
書
』
と
は

（参考２） 『年金分割のための情報通知書』



平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
に

『
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
』

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
丸
二
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
手
企
業
で

の
時
間
外
労
働
超
過
に
よ
り
尊
い

命
が
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
は
皆
様
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対

策
を
推
進
し
、
過
労
死
等
の
な
い
、

仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ
、
健
康

で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
、

と
し
て
い
る
最
中
の
出
来
事
で
す
。

現
実
に
は
、
労
使
間
で
特
別
条

項
付
き
三
六
協
定
を
締
結
し
、
事

実
上
長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労

働
を
認
め
て
お
り
、
労
働
者
の
健

康
を
蝕
み
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日

（
火
）
か
ら
十
一
月
三
十
日
（
水
）

ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
「
過
重
労
働

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

次
の
一
か
ら
五
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
労
使
の
主
体
的
な
取
組
を
促

すキ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
先
立

ち
、
使
用
者
団
体
や
労
働
組
合
に

対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
名
に
よ
る

協
力
要
請
を
行
う
。

二
、
労
働
局
長
に
よ
る
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
へ
の
職
場
訪

問
を
実
施
す
る

都
道
府
県
労
働
局
長
が
長
時
間

労
働
削
減
に
向
け
た
積
極
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
訪
問
し
、

取
組
事
例
を
報
道
等
に
よ
り
地
域

に
紹
介
す
る

三
、
重
点
監
督
を
実
施
す
る

長
時
間
の
過
重
な
労
働
に
よ
る

過
労
死
な
ど
に
関
し
て
労
災
請
求

が
行
わ
れ
た
事
業
場
や
若
者
の

「
使
い
捨
て
」
が
疑
わ
れ
る
企
業

な
ど
へ
監
督
指
導
を
行
う

四
、
電
話
相
談
を
実
施
す
る

「
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
（
無
料
）
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
、
過
重
労
働
を
は
じ
め
と
し

た
労
働
条
件
全
般
に
わ
た
り
、
都

道
府
県
労
働
局
の
担
当
官
が
相
談

に
対
応
す
る

実
施
日
時

：
十
一
月
六
日
（
日
）

九
：
０
０

～

十
七
：
０
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

〇
一
二
〇
（
七
九
四
）
七
一
三

（
な
く
し
ま
し
ょ
う

長
い
残
業
）

五
、
過
重
労
働
解
消
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

十
一
月
を
中
心
に
全
国
で
計
六

十
回
「
過
重
労
働
解
消
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
の
期
間
を
活
用
し
て
「
長
時

間
労
働
」
や
「
過
重
労
働
」
等
が

な
い
か
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
度
厚
生
労
働
省

第
二
次
補
正
予
算
に
よ
り
、
下
記

の
助
成
金
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

①
職
場
定
着
支
援
助
成
金
の
保
育

関
連
事
業
主
へ
の
拡
充

②
介
護
離
職
防
止
支
援
助
成
金

（
介
護
支
援
取
組
助
成
金
を
変
更
）

③
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
生
活
保
護
受
給
者
等
雇
用
開

発
コ
ー
ス
）
の
創
設

④
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金

の
創
設

⑤
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
力
強
化
・
生
産
性
向
上
支

援
事
業
（
費
用
補
助
）

⑥
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
拡

充
⑦
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興

と
し
て
の
地
域
雇
用
開
発
助
成

金
の
拡
充

い
ず
れ
も
予
算
達
成
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
十
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○

十
月
分
源
泉
所
得
税
・
住
民
税

の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

三
十
日

○
十
月
分
健
保
・
厚
年
保
険
料
の

納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

そ
の
他

○

年
末
調
整
の
申
告
書
配
布
と
回

収
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先
日
の
新
聞
紙
面
に
、
日
本
の

男
女
格
差
が
調
査
対
象
と
な
っ
た

世
界
の
一
四
四
カ
国
中
一
一
一
位

で
あ
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
前
年
よ
り
順
位
を
十
位
下

げ
て
い
て
、
先
進
七
カ
国
（
Ｇ
七
）

中
で
は
最
下
位
と
の
こ
と
で
す
。

今
も
な
お
日
本
社
会
・
家
庭
の

中
に
格
差
だ
と
感
じ
て
い
な
い
格

差
が
根
深
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が

順
位
を
押
し
下
げ
る
原
因
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（

ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

十
一
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

過
労
死
防
止
法
の
施
行
後
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
内
容


